
ソ ローの文 学 と東 洋思 想

川 津 孝 四

ソ ロー の 作 品 は米 文 学 で,も う古 典 の一 つ に な ってい る。 ソ ロ ー の著 書

に はWaldenの 他 に はAWeekontheConcoYdandMerrimacRives,

CapeCod,TheMaineWoodsと かExcursions等 が あ り,11冊 本 の 全

集 も あれ ば20冊 本 の も あ る。 彼 はJournalと 云 う目記 の形 の もの を30

冊 も書 い た。Waldenに して もAWeekに して もそ のJournalか らの も

の を材 料 に して書 い てい る。

ソ ロー は1817年7月12目Massachusetts州Concordに 鉛 筆 製 造

人 の子 と して生 まれ,あ ま り裕 福 で な くて子 供 時 代 か ら働 き つ け て い た が,

教 育 は 大 切 に考 え て,遂 にHarvard大 学 を卒 業 して い る。 ソ ロー が1845

年 にConcordのWaldenPondとV・ う小 さ な湖 の ほ と り,人 里 か ら一

哩 離 れ た 森 の 中 に 自分 で 造 った 小屋 の 中 で 唯一 人 二 年 と二 ヶ月 の 間 住 ん で

い た 事 は 非 常 に有 名 な話 で あ る。 そ の 本 のWaldenと い う名 前 は そ の湖

の名 か ら つ け た も の で あ る。

こ こで の生 活 は 極 めてsimpleな もの で食 物 は主 と して 自分 で 耕 作 した

も の,必 要 物 も最 少 限 度 に と どめ,一 年僅 か8弗 位 で生 活 し,肉 も食 べ ず,'

結 婚 もせ ず,読 書 執 筆 の 外 は 大 自然 と共 に過 した。 しか し彼 は 方 丈 記 の作

者 の様 に 世 の無 情 を感 じて とか い うの で は な く,生 活 の 余 計 な うる さい こ

とを去 っ て,自 ら生 活 を再 吟 味 しよ うと した の で あ った 。 しか しソ ロー は

小 舎 で唯 一 人 生 活 す るの を理 想 と した 訳 で は な く,再 び 小 舎 か ら 自分 の家

へ,ま た 社 会 へ と帰 っ てい る。'

ソ ロー か ら見 る と店 頭 や 事 務 所 で孜 々 と して働 い てい る世 人 は恰 も印度

の婆 羅 門 教徒 が難 行 苦 行 を してい る様 に見 えた 。 しか も それ はAfool's
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life「愚人の生活」で世人の大部分は誤解の下に労働 している。 無智 と誤

解のために 生活上の 人為的な心配や要らぬ 粗雑な労働を なす事が多いの

で,生 活の秀美な果実を摘む事が出来ないといっている。それではどうす

べきか。彼は我々の生活の煩労 と心配の内最も大きいものは何であるか と

考え,第 一のThenecessariesoflife(生 活の必要物)と して,食 物,宿

舎,衣 服,及 び燃料をあげ,第 二の必要品として少 しばか りの道具(ナイフ,

斧,犂 など)なお好学の者にはランプ,文 房具,幾 冊かの本 をあげてい る。

この様に極 く切 りつめた必要品のみで生活 しようとしたが,そ れは何も倹

約とかいう意味ではな く,そ れによって,出 来るだけ多 くの自己完成に要

する余暇を得て生活のfinefruitsを 結ぼうとした。 こう考えたばか りで

な く,東 洋の古の哲人聖者の様に進んでこれを実行 した。

Waldenの 池畔に赴V・たのはそのためであった。外的な煩雑な災を去 っ

て自由な天地に聖者の様な真摯な態度で自己完成に務め,そ の理想とする

覚醒の生活,冥 想と無為の生活をし,霊 能の導 く所に従って生活 した。

ソローはこのようにsimplelifeに よって,外 的な束縛から己れを解放

し,己 れが内心の声によって思想 し,これを実行 し,な お大自然に接 して,

その感化をうけ,'また東西の古典聖典から多 くの暗示 と刺戟をうけて,自

己完成につとめた。ソローはギリシヤ古典によく親 しんだが,殊 に東洋の

古典聖典を愛読 してその影響を少なからず うけた。

彼は色々な 草木のことや 色々な 生物のことに ついてもよく知 っていた

し,Walden湖 の魚も彼にはなれて4・た し,鳥 も彼に親 しんだようである。

肉食を忌み殆んど菜食をや り,酒 も飲まず,煙 草 もすわず,肉 慾の節制と

い うことに非常に注意 して,節 制は我々を元気付け,精 神 を鼓舞する。貞

潔は人間の花である。天才といい勇壮といい,聖 徳とい うのも全てこの花

に生ずる果実であるといっている。

彼は普通肉食はやらなかったけれど,一 度山鼡を食べた事もあった。彼
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は吠陀経(古 代印度アーリア民族の頌歌集)に あるように 「遍在する最高の

実在を真に信ずる者は あらゆるものを食って可なり。」とい うことも知っ

ていたようである。

彼にあってはいわゆる肉慾だけでなく,食 うことも飲むことも肉体的に

眠むることも,つ まりは皆肉慾である。もし貞潔たらんとすれば,こ れら

の摂制を守るべきだ。懶惰は無智 と肉慾のもとだ。努力によって叡智と純

潔を得なければならないと,そ して,『全ての人は自分の崇拝する神のため

に,我 自体という殿堂を自分独特の様式で造る建築家であ り,彫 刻家であ

る。 しかもその材料は我々自身の血であり,肉 であり,骨 である。如何な

る高潔 も皆直ちにその容貌を醇化 し始め,如 何なる野卑もしくは肉慾もこ

れ を野獣化 し始める。』と彼は人間の霊智を羅針盤 として行なった。

前述のようにソローは禁慾的で隠者のような生活をしたけれ ど,そ れは

宗教的な侮悟から罪を購 うためとか,来 世を恐れてとかい うためではなか

った。

彼が生活のluxuriesを 棄てたのはそんなものがなければ,一 層健全幸

福であると思ったからで,彼 のsimplelifeは 抑制にあるのではなく,生

存の真の快楽をうるにある。厭世的でな く,楽天的である。外的ではな く,

内的で,こ のsimpleIifeに 依 って自由と余暇を得て,己 が生活を平穏で

擾されない心持で愛 しようとした。

彼は正に東洋人の冥想といい,無 為 という語の真の意味を知 っていた。

彼はbusinessと い うものを嫌い,leisure(余 暇)を 愛した。 しか しそれ

はidlenessな どとい うものではなかった。

彼位時の価値を言葉と行為に現わ した人は少ない。必要な仕事を排斥 し

たのではない。そんな余暇は賤 しく不適当な余暇である。彼のはこんなも

のではなかった。

また,彼 には何処か老子の思想にも似た処があって,一 種の無政府主義
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的なところがあるが,こ れは無茶な無政府論とは全 く異な り,各 々の人間

が 目覚めて自己を完成 した後にこそ得 られる理想の世界なのである。彼は

良心を以って国家に奉仕す る。真正の人であったので,時 には必然的に国

家に反抗せざるを得なかった。政府の暴虚無能に堪忍出来ぬ時その従順を

拒絶して,反 抗する権利のあることを認め,或 時は教会税の支払を拒絶 し

たり,人 頭税の支払を拒否 して,そ のために一晩牢獄に投ぜ られた。その

時Emersonが 心配 して会いに行 くと,「何故貴方はここに這入らないの

ですか。」といったことは有名な話である。

印度のあの有名なマハ トマ ・ガンディーはそのSatyagrahaの 信念から

印度民族の解放のために戦ったが,南 阿に滞在中1907年 ソローの論文

CivilDisobedience(市 民の反抗)を よんで霊感をうけ,強 い示唆を与えら

れたことをHenrySaltへ 手紙で書き送ったのでよく世間に知られている

が,古 い東洋特に印度の思想の影響をうけたソローがその死後に新 しい印

度の聖哲 といっても兇刃に倒れて今は既に世にいない が,そ の聖

哲にか く強い感化影響 を与えたことは奇しき因果といわねばならない。

ソローは 自然に親 しんで 普通凡人の到底了解出来ない 霊的境地に達 し,

孤独も孤独にあらず幸福にひたった彼はついに自然そのものの中に融合す

るのを感 じた。

 

`  This is a delicious evening
, when the whole body is one sense, and 

imbibes delight through every pore. I go and come with a strange liberty 

in Nature, a part of herself.' (Walden, Solitude)

「今宵は心地よい宵である。 我が全身は一つの感じであって,法 悦をあ

らゆる毛孔から吸収する。我は,自 然の一部,神 通自在に大自然の中を往

来する。」 こうしたMysticな 文句に始まるSolitudeの 章は自然に対す

る彼の思想 と感清を最もよく表現 している。この文句はつまり自然との交

りに於けるエクスタシーを表わ したものである。彼 と自然 とは差別を撤 し
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て 「物心一如」の境地に達 したものである。釈迦が王城を後に して森に入

り,自 我を拡張 して宇宙の実相にふれ,真 如の世界に達 したように,彼 も

また,と いってもお釈迦様 とソローではとても太刀打にならないが,心 眼

を自我に注 ぎその自我を拡張することによって広袤の霊感即ち物心一如の

境に達 したのである。

この広袤の霊感,物 心一如の境 即Expansionの 理想的な状態は,

東洋思想の最大の特色である人と大自然との調和,梵(ブ ラーマ)と 我(ア

ー トマン)と の一如の思想 と同 じものであって,ソ ローは明らかに東洋思

想の影響を極めて深 くうけている。

1彼は 自分を大 自然の中に拡張 し,そ こにみなぎる霊 と融合 し,大 生命 を

直覚 したのである。

こうなると大地は 「地質学者や考古学者が研究する死せる歴吏の断片で

なくて生きた大地である。その偉大な中心の生命に比すれば,凡 ての動植

物の生命は寄生的なものに過ぎない。」「我等の直 ぐ傍には最も偉大な法則

が行なわれている,天 と地の精微なる力の及ぶ所のなんと洪淵なことであ

ろ う。」「この力は万物の本体と一如なるためこれを離 し得ない。 この力故

に人間は心を清浄に し,神 聖にして,身 に祭の衣服を纏い,供 物を捧げる。

世界は神秘な霊の大洋である。その力は我々の周囲をとりまいている。」と

いいこの穏かで楽天的な自然崇拝は彼の大胆なpantheism(凡 神論)の 精

神 となっている。

ソローの思想は彼自身によ る こ と もも ち ろん で あ るが,ド イ ツ の

romanticistsと も関係があ り,エ マーソンの思想の影響もある。が東洋の

思想から大きい影響をうけていることは多 くの例証をあげて説明 し得る。

しかも ドイツのromanticismも エマーソンも各々東洋思想の影響があ

るので,ソ ローは自ら直接東洋の古典聖典 ・飜訳 されたものを通 してでは

あるが,色 々と読んで深い影響を うけると共に ドイツのローマンチシズム
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や エ マ ー ソ ン の流 れ を通 して も東 洋 の 影 響 が入 って い る の で あ る。

エ マ ー ソ ンや ソ ロ ー の流 派 の 思 想 をTranscendentalism(超 越 主 義)と

い い,エ マ ー ソ ン は非 常 に深 い 思 想 家 と して 有 名 で あ る が,ソ ロー は 思 想

家 で あ る ば か りで な く実 行 家 で あ った とい う点 で 有 名 で あ る。

ソ ロー は 直 接 ペル シ ヤ語 や サ ン ス ク リ ッ トや 支 那 語 で 東 洋 の 古 典 聖 典 を

よ ん だ の で は な くラ テ ン語 や フ ラ ン ス語 を通 して,ま た 英 訳 され た も の を

通 して で あ った が東 洋 の 古典 聖 典 に親 しん だ。 ＼

ソ ロ ーが1849年 に 出 版 したAWeekontheConcordandMevyimac

Riversは1839年8月31目(土)か ら一週 間 程,兄 弟 のJohnと 二 人 で

ボ ー トでConcord河 とNderrimac河 を旅 行 した とき の こ と を記録 した

も の で あ るが,こ れ はWaldenに 滞 在 中最 初 の記 述 に筆 を加 え た も の で,

そ の 内 に は東 洋 文 学 にふ れ た 処 も あ る。 「光 は 東 方 よ り は 今 も学 者 の

Mottoと して よV・で あ ろ う。」 とV・U・,支 那,印 度,波 斯,ヘ ブ ライ 等 の

神 聖 文 書 を人 類 の 聖典 と して ま とめ て 印刷 す る こ とは現 世 紀 の誇 とす るに

た る仕 事 だ 。」 とい って い る。 ソ ロー はSadiのGulistanや マ ヌ の 法典

やBhagvat-Geetaや 論 語 孟 子 か ら も引 用 してV・るが唯 引用 して い るだ け

で な くこれ 等 の東 洋 の 聖 典 か ら うけ たinspirationは 彼 の思 想 文 学 に 溶 け

込 ん で不 思 議 に 光 って い る。

Waldenは ソ ロ ーの 著 書 中 で も最 も有 名 な もの で あ るが,こ れ に も既 に

色 々申 した よ うに 東洋 の 聖典 や 思 想 と極 めて 関連す る所 深 く,波 羅 門や

SheikSadiやSanskritや 吠 陀 経 典 や"TheVishnuPurana"(こ れ は

印 度 の 古 い 更 話)や"theBhagvatGeeta"(印 度 の 古 い 叙 事詩)や

"BrahmaandVishnuandIndra"(Brahmaは 創 造 を司 り
,Vishnuは

保 存 を司 る神 で,こ れ は破 壊 を司 るSivaと 共 に波羅 門 の最 高 の 三体 神 で

あ り,Indra(因 陀羅)は 第 二 位 の神 々の 内 の一 つ で地 の 雷 鳴 と電 光 の神

で,又 戦 の 神 で あ り,仏 教 の 中 で は帝 釈 天)こ う した 古 ペ ル シ ヤ古 印 度 の
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ものに到 る所で言及 しているばか りでなくEconomyの 章では孟子や論語

を引用 してV・るし,あ のガンヂスの神聖な水にも比すべきWaldenPond
ノ

で浴 み した が,そ れ は宗 教 的 な仕 事 で あ った し,自 分 の した最 良 の もの の

一 つ で あ った と
,あ の 殷 の 湯 王 の 沐 浴盤 の銘,「 苟 日新,目 々新,又 目新 」

を大 学 か ら引用 してRenewthyselfcompletelyeachday,doitagain,

andagain,andforeveragain.と 書 い て い る し,Solitudeの 章 に は論 語

の 「徳 不 孤,必 有 隣 」 をVirtuedoesnotremainasanabandonedor-

phan;itmustofnecessityhaveneighbour's.ま たHigherLawsの 章

で は曾 子 の 「心 不 在 焉,視 而 不 見,聴 而不 聞,食 而 不 知 其 味」 を 引用 して

い る。

か くソ ローが 東 洋 の 古 い 聖 典 や 文 学 に よ く親 しん で,そ れ を 自家 薬 籠 中

の もの と して,東 洋 の 聖 哲 の 息 吹 を うけ,東 洋 の光 を そ の核 心 に も っ て い

るの を見 る時,我 々東 洋 人 は 彼 に 非 常 な親 しみ を感 ず る と共 に深 く敬 意 を

表 わ さざ る を得 な い の で あ る。

しか し彼 は 何 も東 洋 の 古 い 思想 を祖 述 した だ け で は なか った 。 も と よ り

彼 独 特 の もの を も って い た の で あ るが,こ こで は 唯彼 と東 洋 思 想 との 関係

を簡 略 なが ら論 じた 次 第 で あ る。

一42一


